
● 再検査等における部品の取り付け、取り外しに関する手順については、

本書を参考に作業されることを推奨致します。

なお、作業手順については、左欄の上から順番に取り外し手順を示し、

　 右欄の下から取り付け手順を示しております。

● 本書はWKM容器をベースに記載しておりますが、WME容器につきましても

本書を参考に作業をお願い致します。

なお、不明な点については、各車種毎に発行されております

「修理書」を参考にしてください。

● 本書に指示されている部品番号の部品については、各ディーラにて購入可能です。

◎この資料の記載内容は2016年 2月現在のものです。

◎製品改良に伴い、型式名等、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承下さい。
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作業補助図

1
配管内燃料流出防止作業
　ﾌｨｰﾄﾞ側燃料流出防止作業

　（要領は日産整備要領書参照） － －

2 車内
ﾘｱｼｰﾄｸｯｼｮﾝを取り外す。
・ﾎﾙﾀﾞｰ部ﾌｯｸ　2個所
・ｼｰﾄﾊﾞｯｸ側ﾌｯｸ2個所

14 ﾘｱｼｰﾄｸｯｼｮﾝを取り付ける。

3 車内
中央ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄのﾌﾛｱｱﾝｶ（中央）を
取り外す。

13
中央ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄのﾌﾛｱｱﾝｶ（中央）を
取り付ける。

4 車内
ﾘｱｼｰﾄﾊﾞｯｸを取り外す。
・ｽｸﾘｭｰ4本
・後側ﾌｯｸ3個所

12 ﾘｱｼｰﾄﾊﾞｯｸを取り付ける。

5 車内
遮音材をめくり、ｻｰﾋﾞｽﾎｰﾙｶﾊﾞｰﾊﾟﾈﾙを
取り外す。
・ﾎﾞﾙﾄ10本

11
ｻｰﾋﾞｽﾎｰﾙｶﾊﾞｰﾊﾟﾈﾙをﾎﾞﾙﾄ10本で
取り付け、めくっていた遮音材を戻
す。

6 車内 ﾀﾞｸﾄ & ﾘﾃｰﾅASSYをめくる。 10 ﾀﾞｸﾄ & ﾘﾃｰﾅASSYを取り付ける。

7
車
内

ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを切り離す。
　(1)ﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ﾌｭｰｴﾙﾘﾀｰﾝ
　　　ﾎｰｽ及びﾌｭｰｴﾙﾌｨｰﾄﾞﾎｰｽ
      を切り離す。
　(2)配管側についているOﾘﾝｸﾞを
　　　取り外してください。

9

ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを取り付ける。
　(1)ｼﾘｺﾝｵｲﾙを新品のOﾘﾝｸﾞ2個
　　に塗布。
　(2)ﾎﾞﾙﾄ4本で、ﾌｭｰｴﾙﾘﾀｰﾝﾎｰｽ
　　及びﾌｭｰｴﾙﾌｨｰﾄﾞﾎｰｽを取り
　　付ける。

8
車
内

前側ﾌﾞﾗｹｯﾄ（左）のﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀを
取り外す。

8
前側ﾌﾞﾗｹｯﾄ（左）のﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀを
取り付ける。

9
車
内

前側ﾌﾞﾗｹｯﾄのﾎﾞﾙﾄ2本(左右各1本）を
取り外す。

7
前側ﾌﾞﾗｹｯﾄのﾎﾞﾙﾄ2本(左右各1
本）を取り付ける。
T=43N・m

10 ﾄﾗﾝｸ ﾌﾛｱ ﾏｯﾄを取り外す。 6 ﾌﾛｱ ﾏｯﾄを取り付ける。

11 ﾄﾗﾝｸ ﾄﾗﾝｸ ﾌﾛﾝﾄ ﾌｨﾆｯｼｬを取り外す。 5 ﾄﾗﾝｸ ﾌﾛﾝﾄ ﾌｨﾆｯｼｬを取り付ける。

12 車外
ﾌｨﾗｰﾈｯｸの車両側取り付けﾅｯﾄ4個を
外し、充てんﾎｰｽを切り離す。

4
充てんﾎｰｽのﾌｨﾗｰﾈｯｸをﾅｯﾄ4個で
取り付ける。

容器取り外し,取付作業
取付手順取り外し手順

次ﾍﾟｰｼﾞへ続く

注：配管内に圧力が残っている場合があります。
ﾎﾞﾙﾄは徐々に緩めること。

ﾌｯｸ３個所

ｽｸﾘｭｰ４

個所

ﾎﾙﾀﾞ2個

ｻｰﾋﾞｽﾎｰﾙ

ｶﾊﾞｰﾊﾟﾈﾙ

ｺﾈｸﾀ

ﾎﾞﾙﾄ

ﾄﾗﾝｸ
ﾌﾛｱ ﾏｯﾄ

ﾄﾗﾝｸ ﾌﾛﾝﾄ ﾌｨﾆｯ

遮音材

ｼｰﾄｸｯｼｮﾝ

ｼｰﾄﾊﾞｯｸ
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13 ﾄﾗﾝｸ 車両側ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀｰを取り外す。 3 車両側ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀｰを取り付ける。

14 ﾄﾗﾝｸ ﾄﾞﾚｰﾝﾎｰｽ2本を取り外す。 2 ﾄﾞﾚｰﾝﾎｰｽ2本を取り付ける。

15 ﾄﾗﾝｸ

ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄのﾎﾞﾙﾄ2本を取り外し、
ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸを取り外す。 1

ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸをｾｯﾄし、ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄの
ﾎﾞﾙﾄ2本を取り付ける。
T=43N・m

ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀｰ

ﾄﾞﾚｰﾝﾎｰｽﾄﾞﾚｰﾝﾎｰｽ

ﾎﾞﾙﾄ

注：
ﾀﾝｸを持ち上げながら引き出すこと

1） ﾀﾝｸ下面のｺﾞﾑﾌﾞｰﾂを破らないため
2) ｱﾀﾞﾌﾟﾀを干渉させて破損させないため

注：
ﾀﾝｸを持ち上げながら引き込むこと
1) ﾀﾝｸ下面のｺﾞﾑﾌﾞｰﾂを破らないため
2) ｱﾀﾞﾌﾟﾀを干渉させて破損させないため

Oﾘﾝｸﾞ

ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ

後側ﾌﾞﾗｹｯﾄ

前側ﾌﾞﾗｹｯﾄ
LPG ﾎﾞﾝﾍﾞ ASSY

充填ﾎｰｽ

ｲﾝｼｭﾚｰﾀ

ｲﾝｼｭﾚｰﾀ（左）

ｲﾝｼｭﾚｰﾀ（右）

Oﾘﾝｸﾞ

ﾀﾞｸﾄ & ﾘﾃｰﾅASSY

ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ

LPGﾀﾝｸ

: ｼﾘｺﾝ ｵｲﾙ
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容器搬送時の注意
  ※車両から容器を降ろした後は、以下に注意すること。

搬送時 握手を持って搬送すること

ｹｰｽを上に向けて置くこと

容器記号

置く時

注意点

WKM
(ｾﾄﾞﾘｯｸ)

注：ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ、ｹﾞｰｼﾞﾊｰﾈｽ、ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰが

保持具と干渉しないこと

目的：ｹｰｽ下面から出ている
部品を保護する為

容器保持具

（タンク写真：WME）
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1
鏡部ｲﾝｼｭﾚｰﾀのﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟを外し、
鏡部のｲﾝｼｭﾚｰﾀを取り外す。

鏡部ｲﾝｼｭﾚｰﾀは付いてないので、
手順２から行う。

3

組み付け時
ｹｰｽに付いているﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟと
ｲﾝｼｭﾚｰﾀの形状を確認する。
※【ｲﾝｼｭﾚｰﾀの仕様違いについて】
   を参照下さい。

組み付け手順は、
取り外しの逆の手順で行う。

2

(1)ﾌﾛﾝﾄ側のｸﾗﾝﾌﾟ（ﾀｲﾗｯﾌﾟ）2個を
　　取り外す。
(2)ﾘﾔ側のﾀﾞｸﾄﾎｰｽ固定用ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ
　　を外す。
(3)胴部ｲﾝｼｭﾚｰﾀ固定用ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟを
　　外し胴部ｲﾝｼｭﾚｰﾀを取り外す。

吸音材取り外し・取付作業
取り外し手順 作業補助図

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ

＜旧ﾀｲﾌﾟ吸音材の場合＞ ＜現行ﾀｲﾌﾟ吸音材の場合＞

＜組み付け時の注意＞

①：ﾀﾞｸﾄﾎｰｽは胴部ｲﾝｼｭﾚｰﾀ固定用ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟにて

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを固定すること。

②：前側はｲﾝｼｭﾚｰﾀを取手部に通過させﾊｰﾈｽ

2か所をｸﾗﾝﾌﾟ(ﾀｲﾗｯﾌﾟ)にて取り付けること。

３点 １点

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ固定用

ﾘﾔ側

ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ

ﾌﾛﾝﾄ側ﾌﾛﾝﾄ側

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ固定用

ﾘﾔ側

ﾀﾞｸﾄﾎｰｽ
ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ
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作業補助図

1
LPGﾊｰﾈｽのｹﾞｰｼﾞの接続部とﾘﾔ・ﾌﾛﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄのｸﾗﾝﾌﾟ固定を外す。

11

LPGﾊｰﾈｽを取り付ける
・右ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ部ｸﾗﾝﾌﾟ。
・右ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ部ｸﾗﾝﾌﾟ。
・ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀと
　　　　　　　　　　　　　LPGﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ。
・前側左ﾌﾞﾗｹｯﾄにﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀのｸﾗﾝﾌﾟ。

2

ﾎﾞﾙﾄを4本外し、ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄを2個を
取り外す。

10

ﾎﾞﾙﾄ4本で、ﾘﾔ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を
取り付ける。　　　T=31N･m

3
ﾎﾞﾙﾄを4本外し、ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄを2個を
取り外す。 9

ﾎﾞﾙﾄ4本で、ﾌﾛﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄ2個を
取り付ける。　　T=31N･m

4
ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ及びﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰの
ﾎｰｽｸﾗﾝﾌﾟ2個を移動して、ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを取
り外す。

8
ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを取り付け、ﾎｰｽｸﾗﾝﾌﾟで
固定する。
＊石鹸水の塗布を推奨します

5
ﾊﾝﾄﾞﾙのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙ
ﾌﾞのﾊﾝﾄﾞﾙ（赤）とﾊﾟｯｷﾝを取り外す。

7

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽにﾊﾟｯｷﾝ・ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾝﾄﾞﾙ
（赤）を取り付け。T=2.0N・m

6
充てんﾎｰｽのｶﾊﾞｰのﾎﾞﾙﾄ2本を外し、
ｶﾊﾞｰを取り外す。

6

充てんﾎｰｽのｶﾊﾞｰをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ2本で
取り付ける。T=2.0N・m

7
ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁでｱﾀﾞﾌﾟﾀを固定し、
充てんﾎｰｽを取り外す。

5

(1)充てんﾎｰｽを仮付けする。
(2)ﾓﾝｷｰﾚﾝﾁでｱﾀﾞﾌﾟﾀを固定し、充てん
ﾎｰｽを締め付ける。        T=37N･m

8

ｱﾀﾞﾌﾟﾀを取り外す。

4

(1)ｱﾀﾞﾌﾟﾀについているOﾘﾝｸﾞを新品に
  取り換える。
(2)ｱﾀﾞﾌﾟﾀを充てんﾊﾞﾙﾌﾞに取り付ける。
  T=73.5N・ｍ

取り外し手順 取付手順

ｶﾊﾞｰ類取り外し,取付作業

赤色ﾊﾝﾄﾞﾙ：91134 VT40A

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45B

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45B

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT40C

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT40C

注：本部品は左ねじです

注1：ﾌﾚｱﾅｯﾄ接続部には、異物等を混入させない

注2：必ずﾀﾞﾌﾞﾙｽﾊﾟﾅで接続のこと

注：ﾎｰｽｶﾊﾞｰ取付け部に異物を
混入させない

注：ﾊﾟｯｷﾝ取付け部に異物を混入させない

ﾎﾞﾙﾄ (M8x14)

注：本部品は左ねじです

次ﾍﾟｰｼﾞへ続く

注：ﾌﾞﾗｹｯﾄの左右を間違えないように注意

する

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

充填ﾎｰｽ

Oﾘﾝｸﾞアダプタ

注：左右ﾌﾞﾗｹｯﾄはﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄが異なる為、

目印を付けること
注：ﾌﾞﾗｹｯﾄの左右を間違えないように注意

する

注1：左右ﾌﾞﾗｹｯﾄはﾊｰﾈｽﾌﾞﾗｹｯﾄが異なる為、

目印を付けること

注2：ﾀﾞｸﾄﾎｰｽを傷つけないように

充てんﾎｰｽの向きを図の角度

に合わせること。

（製造時の位置合わせ線を

参考にする。）
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9
ﾎﾞﾙﾄ2本を外し、ﾊﾝﾄﾞﾙ(灰色)
とﾊﾟｯｷﾝを取り外す。

3

(1)ﾊﾟｯｷﾝをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ2本でﾊﾝﾄﾞﾙ
    (灰色)を取り付ける。T=2.0N・m
(2)ﾊﾝﾄﾞﾙを左右に回してｼﾞｮｲﾝﾄと"ｶﾁｶﾁ"
　　と接触してる事を音で確認すること。

10
ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰのｽｸﾘｭ4本を外し、
ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを移動する。

2

ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰのｶﾞｽｹｯﾄをしっかりと固定し
ｽｸﾘｭ4本で、ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを取り付ける。
　　T=3.0N・m

11
ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞﾊｰﾈｽのｽｸﾘｭ緩めて
ﾊｰﾈｽ端子とｺﾈｸﾀｰを外し、
ｹﾞｰｼﾞｶﾊﾞｰを取り外す。

1
容器の燃料漏れ点検（気密試験）を
実施の後、ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞへｶﾊﾞｰ付属ﾊｰﾈ
ｽのﾊｰﾈｽ端子及びｺﾈｸﾀを取り付ける。

  

灰色ﾊﾝﾄﾞﾙ：91134 VT41A
ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45B

ｽｸﾘｭ：17913 VT42B

注：ﾊﾟｯｷﾝ取付け部に異物を混入させない

注：ｶﾞｽｹｯﾄ取付け部に異物を混入させない

ワッシャ
ワッシャ付

17913 VT44B
ワッシャ無

17913 VT45B

ｼｰﾙ用ﾎﾞﾙﾄ (M6x18)

ｽｸﾘｭ(M5x10)

取付手順：４

次ﾍﾟｰｼﾞへ続く

充てんﾎｰｽの向きを図の角度

に合わせること。

B 基準線

ﾊﾝﾄﾞﾙ

17913 VT45B 

17913 VT44B
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

Oﾘﾝｸﾞ

x4

x2

x10

17913 VT45B 
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

x9

ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）
17913 VT45B 

17913 VT45B 
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

x2

ﾊﾝﾄﾞﾙ（赤色）：91134 VT40A

ﾊﾝﾄﾞﾙ（灰色）：91134 VT41A

x2

17913 VT44B
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

充てんﾎｰｽ

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

ﾊﾟｯｷﾝ

ﾊﾟｯｷﾝ

充てんﾎｰｽ

LPGﾀﾝｸ

x4
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作業補助図

1 ﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰを取り外す。 2

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ4本で
取り付ける。T=5.0N・m

2

ﾊｰﾈｽｸﾞﾛﾒｯﾄを内側に押込み、
ﾎﾞﾙﾄ10本を外し、ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽを浮かせ
ﾊｰﾈｽを押込み、ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽを
取り外す。

1

ﾊｰﾈｽを内側からﾊｰﾈｽ通過用穴に
ｸﾞﾛﾒｯﾄ部まで差し込み、ｾﾐｺﾝﾃﾅ
ｹｰｽを取り付け、ﾎﾞﾙﾄ10本で取り
付ける。T=5.0N・m
ｸﾞﾛﾒｯﾄを正規位置に取り付ける。

　ﾊﾝﾄﾞﾙの回転性を確保するために、ﾊﾝﾄﾞﾙを組み付けるｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽを容器に組み付ける際に
　ｹｰｽの穴とﾊﾞﾙﾌﾞｼﾞｮｲﾝﾄ中心の芯あわせをして組み付けをしてください。（ﾒｲﾝ、ﾘﾀｰﾝﾊﾝﾄﾞﾙも同様です）

  
  

取り外し手順 取付手順

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ・ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ取り外し,取付作業

53.7

φ35
70

φ46

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT44B

注1：ｹｰｽ固定時、ﾊﾝﾄﾞﾙ用穴位置を合わ

せてから組付けること(図示参照)
注2：位置決め穴があるので、締め付け

順序通り固定すること

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT44B

【ｶﾊﾞｰ類取り外し作業要領】に沿って、

関連部品が外された状態からの作業を示す。

締め付け順序

ワッシャ付

ﾎﾞﾙﾄ (M6x18)
17913 VT44B

注：ｹｰｽ固定時、ﾊﾝﾄﾞﾙ用穴位置を合わ
せてから組付けること(図示参照)

注1

①仮締③本締

④本締

⑤本締
⑥本締 ⑦本締

②本締

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰ

17913 VT44B
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18） x10

17913 VT44B
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

ﾊｰﾈｽｸﾞﾛﾒｯﾄ

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰを容器にセットする
ｶﾊﾞｰの穴と、ﾊﾞﾙﾌﾞ中心が

一致する様に
ｶﾊﾞｰをﾎﾞﾙﾄで取り付ける ﾊﾝﾄﾞﾙをﾎﾞﾙﾄで取り付ける

① ② ③ ④

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ

LPGﾀﾝｸ

ｶﾊﾞｰ

芯が合っている状態 芯が合っていない状態

x4

⑧本締

⑨本締
⑩本締

⑪本締
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作業補助図

1

1) 安全弁及びﾀﾝｸ遮断弁のﾊｰﾈｽ
ｺﾈｸﾀ4個を外し、ﾊｰﾈｽの配管ｸﾗﾝﾌﾟ
1個は外してﾊｰﾈｽを取り外す。
2) ﾎﾟﾝﾌﾟﾊｰﾈｽの配管ｸﾗﾝﾌﾟを外す。 4

1) ﾀﾝｸ遮断弁のﾊｰﾈｽは配管と容器の
　間を通し、ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ1個を取り付ける。
2) 安全弁ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ2個を取り付ける。
3) LPGﾊｰﾈｽとﾎﾟﾝﾌﾟﾊｰﾈｽのｺﾈｸﾀ1個を
　取り付ける。
4) ﾎﾟﾝﾌﾟﾊｰﾈｽの配管ｸﾗﾝﾌﾟを取り付る。

2

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ(2面幅19mm)を用いて、
ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞからﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを外す。

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ(2面幅17mm)を用いて、
ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞからﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを外す。

3

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ(2面幅19mm)を用いて、
ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞとﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを取り付ける。
 T=43N・m

ﾕﾆｵﾝﾅｯﾄﾚﾝﾁ(2面幅17mm)を用いて、
ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞとﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを取り付ける。
 T=23N・m

3

ﾀﾝｸ遮断弁のボルト2本を
取り外す
ｱﾀﾞﾌﾟﾀのﾎﾞﾙﾄ2本を取り外す

ﾀﾝｸ遮断弁、ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ
をｱｯｾﾝﾌﾞﾘを取り外す

2

(1)ﾀﾝｸ遮断弁・ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ
　　ASSYを取り付けてﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾘﾀｰﾝ
    ﾊﾞﾙﾌﾞとﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞを仮締めする
(2)ﾀﾝｸ遮断弁用ﾎﾞﾙﾄ2本、
　　ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用ﾎﾞﾙﾄ２本を締め付ける
　　T=5.0N･m

4
ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用い、
6本のﾎﾞﾙﾄを外し、ﾎﾟﾝﾌﾟとＯﾘﾝｸﾞを
取り外す。

1

(1)新品のOﾘﾝｸﾞをﾎﾞﾝﾍﾞに取り付ける
(2)ﾎﾟﾝﾌﾟを取り付けてﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ
    (2面幅6mm)を用いて、ﾛｰﾚｯﾄ付ﾎﾞﾙﾄ
　　6本でﾎﾟﾝﾌﾟを締め付ける。T=17N･m

交
換
部
品

ﾀﾝｸ遮断弁の内蔵ｺﾈｸﾀ（高圧ﾌｨﾙﾀｰ）を
交換する。

ﾎﾟﾝﾌﾟASSY取り外し,取付作業
取り外し手順 取付手順
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ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT44A(ﾛｰﾚｯﾄ付)

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45A

ローレット付

注1：指定のﾎﾞﾙﾄを必ず使用すること

注2：Oﾘﾝｸﾞ取付け部に異物を混入させない

注3：取り付けの際は、

【ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞの識別方法について】
を参照下さい

注：ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ接続部に異物を混入させない

注：ﾒｲﾝﾁｭｰﾌﾞ締め付け時に配管と容器が

干渉しない様に隙間を設けること
(隙間8mm程度)

注：ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ取付はカチッと音がするまで
押し付けること

注：ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄのﾊｰﾈｽはﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄのﾀｰﾐﾅﾙ部
から外さないこと

注：交換要領は15ﾍﾟｰｼﾞ

【高圧ﾌｨﾙﾀ取り外し、取り付け作業】の

取り外し3、4及び取り付け1、2を参照ください



77251-43120

ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ （2個使い）

ﾎﾟﾝﾌﾟを取り出すと、容器側に2ヶ所赤茶色の

ｺﾞﾑ部品がｾｯﾄされております。

耐圧試験後の内部乾燥等で熱をかける場合は、

これを取り外してから試験ください。

取り外す場合は、ペンチ等で白色の樹脂の壁部分をはさみ、

引き抜くように取り外しください。
試験後、新品部品の方向を間違えずに、
確実にはめ込みください。

Ａ方向

Ｂ方向

Ｂ方向

Ａ方向

17913 VT44A
(M8x20ローレット付)

ﾎﾟﾝﾌﾟ部に使用するﾎﾞﾙﾄ種類

注：ﾎﾟﾝﾌﾟの固定に用いるﾎﾞﾙﾄは,
必ず指定ﾎﾞﾙﾄを使用下さい

ﾎﾞﾙﾄ (M8x18)
17913 VT40B

ﾎﾞﾙﾄ (M8x20)
17913 VT44A

ﾛｰﾚｯﾄ付

ﾛｰﾚｯﾄ無

Oﾘﾝｸﾞがﾎﾞﾝﾍﾞ取り付け部にしっかりと

配置された状態で、部品を固定してください。

ﾎﾞﾙﾄ(M8x20ﾛｰﾚｯﾄ付)

：17913 VT44A

ﾌｭｰｴﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

：17904 VT51A

LPGﾀﾝｸ

: ｼﾘｺﾝ ｵｲﾙ

x6



作業補助図

1
ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用い、
4本のﾎﾞﾙﾄを外し、安全弁を取り外す。
Ｏﾘﾝｸﾞを取り外す。

1

(1)新品のOﾘﾝｸﾞをﾎﾞﾝﾍﾞ取り付け部に
　　取り付ける。
(2)ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）で、
　　安全弁をﾎﾞﾙﾄ4本で取り付ける。
　　　T=17N･m

 
 
 

取り外し手順 取付手順
ﾌｭｰｴﾙﾍﾞｰﾊﾟｾﾊﾟﾚｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ(安全弁)の取り外し,取付作業
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注1：Oﾘﾝｸﾞ取付け部に異物を混入させない

注2：取り付けの際は、
【安全弁の識別方法について】を参照下さい

Oﾘﾝｸﾞが容器取り付け部にしっかりと

配置された状態で、部品を固定してください。

ﾎﾞﾙﾄ ：（M8x18)

17913 VT40B

x4

安全弁

LPGﾀﾝｸ



作業補助図

1
ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）にて
4本のﾎﾞﾙﾄを外し、充てんﾊﾞﾙﾌと
Ｏﾘﾝｸﾞを取り外す。

1

(1)新品のOﾘﾝｸﾞをﾎﾞﾝﾍﾞ取付部に取付ける。
(2)ﾍｷｻｺﾞﾝｿｹｯﾄﾚﾝﾁ（2面幅6mm）を用いて、
ﾎﾞﾙﾄ4本でﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ充てんﾊﾞﾙﾌﾞを
取り付ける。　　　T=17N･m

取り外し手順 取付手順
ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ　充てんﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁) 取り外し,取付作業
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ﾎﾞﾙﾄ ：17913 VT40B

注1：Oﾘﾝｸﾞ取付け部に異物を混入させない

注2：取付の際は、

【過充てん防止装置の組付時の注意点について】

及び【ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ ｵｰﾊﾞｰﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁)
の識別方法について】 を参照下さい

Oﾘﾝｸﾞが容器取り付け部にしっかりと
配置された状態で、部品を固定してください。

*容器を立てて作業することを推奨します*

充てんﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁)

x4

ﾎﾞﾙﾄ ：（M8x18)

17913 VT40B



作業補助図

1
ﾎﾞﾙﾄ4本(2面幅12mm)を外し、ﾌｭｰｴﾙ
ｹﾞｰｼﾞを取り外す。
ｶﾞｽｹｯﾄを取り外す。

1

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞに刻印「Y31」
されており、
ﾊﾞﾗﾝｻ形状「丸形」を確認の上
新品のｶﾞｽｹｯﾄをｾｯﾄして、ﾎﾞﾙﾄ4本で
ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞを取り付ける。
T=17N･m

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞ取り外し,取付作業
取り外し手順 取付手順
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ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT41B

ｶﾞｽｹｯﾄがﾎﾞﾝﾍﾞ取り付け部にしっかりと
配置された状態で、部品を固定してください。

車種刻印
ﾊﾞﾗﾝｻ形状

丸型形状

ｶﾞｽｹｯﾄーー

LPG ﾀﾝｸ

ﾎﾞﾙﾄ (M8x25)

17913 VT41B

ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞ：

25060 VT40A

ﾎﾞﾙﾄ (M8x25)

17913 VT41B

x4

注1：ｶﾞｽｹｯﾄ取付け部に異物を混入させない。
注2：取り付けの際は、

【ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞの識別方法について】
を参照下さい



作業補助図

1
ﾊﾝﾄﾞﾙのﾎﾞﾙﾄ4本を外し、ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙ
ﾌﾞのﾊﾝﾄﾞﾙ（赤）とﾊﾟｯｷﾝを取り外す。

4

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽにﾊﾟｯｷﾝ・ﾒｲﾝ/ﾘﾀｰﾝﾊﾝﾄﾞﾙ
（赤）を取り付け。T=2.0N・m

2
ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽに付いているｶﾊﾞｰの
ﾎﾞﾙﾄ9本を外し、ｶﾊﾞｰを外す。

3
ｶﾊﾞｰをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ9本にて取り付ける。
　　　　　　　　　T=5.0N・m

3
ﾀﾝｸ遮断弁のｶﾊﾞｰのﾎﾞﾙﾄ4本を
取り外し、ｶﾊﾞｰとO-ﾘﾝｸﾞを取り外す。

2
O-ﾘﾝｸﾞとｶﾊﾞｰをｾｯﾄし、ﾎﾞﾙﾄ4本で
取り付ける。
 　　　　　　  T=7.1N・m

4

ﾌｨﾙﾀ固定用ﾅｯﾄ1個を取り外し、
・ｶﾞｽｹｯﾄ、ﾌﾟﾚｰﾄ、
・ﾊﾟｯｷﾝ2枚、
・ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ　を取り外す。

1

図示通りの順序で
・ﾊﾟｯｷﾝ2枚、
・ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ
・ﾌﾟﾚｰﾄ、ｶﾞｽｹｯﾄ、
  をｾｯﾄし、ﾅｯﾄにて取り付ける。
   T=1.3N・m

取り外し手順 取付手順
高圧ﾌｨﾙﾀ取り外し,取り付け作業（ﾌｨﾙﾀ単体での交換時）

注：ｴﾚﾒﾝﾄ及びOﾘﾝｸﾞ取付部に異物を

付着させない

ﾅｯﾄ

赤色ﾊﾝﾄﾞﾙ：91134 VT40A

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45B

注1：ﾊﾟｯｷﾝ取付け部に異物を混入させない

ﾎﾞﾙﾄ：17913 VT45B

17913 VT45B
ﾎﾞﾙﾄ（M6x18）

②ﾊﾟｯｷﾝ

②ﾊﾟｯｷﾝ

③ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ

ﾌﾟﾚｰﾄ ①ｶﾞｽｹｯﾄ

ﾅｯﾄ
1.3N・m

ｺﾈｸﾀ（ﾌｨﾙﾀ ｷｯﾄ）：16928 VT40A

（内訳：①②③④）

x9

ｶﾊﾞｰ

④Oﾘﾝｸﾞ
7.1N・m

ﾎﾞﾙﾄ ｘ4
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1

(1)①ﾄﾞﾚﾝﾌﾟﾗｸﾞ、②ﾎﾟﾝﾌﾟASSY
   ③ﾌｭｰｴﾙｶﾞｽﾃﾝﾊﾟﾗﾁｬｾﾝｻ(安全弁)
   ④ﾌｭｰｴﾙｾﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞ
   ⑤ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ
   が容器に確実に取り付いている事を
   確認する。
(2)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞが閉じている
　 事を確認する。

2

(1)容器を反転し、ﾎﾟﾝﾌﾟ取付け面
    を下へ向ける。
(2)加圧用ﾎｰｽをﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙ
　　ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞに接続してﾊﾞﾙﾌﾞを開く。
(3)加圧ﾎｰｽから圧力を徐々に加える。
    (加圧力：0.06MPa)
(4)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
   気密確認を行う。

3

(1)更に圧力を徐々に加える。
　　(加圧力：2.28MPa)
(2)容器本体、付属品取り付け部及び
　　ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
　　気密確認を行う。

4
ｱﾀﾞﾌﾟﾀにﾎｰｽ配管を取り付け、ｿｹｯﾄ
ﾍｷｻｺﾞﾝﾚﾝﾁ(6mm)を用いて、
ﾎﾞﾙﾄ４本でｱﾀﾞﾌﾟﾀへ取り付ける。
T=9.0N・m

5

(1)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞが閉じてる
    ことを確認する。
(2)ﾎｰｽ配管側から徐々に加圧する。
    (加圧力：3.9MPa)
(3)配管接続部の気密確認を行う。
(4)加圧力を2.28MPaに変更する。
(5)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞを開く。
(5)ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
　　気密確認を行う。

6

(1)気密確認が終わったら、ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ
   ｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞを開き、
   ﾀﾝｸ内の圧力を除去する。
(2)ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞに
    除圧用ﾎｰｽを接続する。
(3)ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞを
　　開き、真空引きを行う。
   (真空度：-0.08MPa以上)

容器本体 気密確認作業
作業手順 作業補助図

　配管接続部　気密確認作業
作業手順 作業補助図

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ

除圧用ﾎｰｽ

別途入手
下さい

注：指定圧力以上の加圧は行わないで下さい。
部品が破損する恐れがあります。

加圧用
ﾎｰｽ

（タンク写真：ＷＭＥ）

【ﾎﾟﾝﾌﾟ取付手順】に従い取り付けが
完了してからの作業を示す

配管先端部ﾈｼﾞ形状(M14xP1.5)

ﾒｲﾝ・ﾘﾀｰﾝﾎｰｽ配管反対側形状

加圧

ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ

④
⑤

※矢印は付属品取り付け部を示す

ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾒｲﾝﾎｰｽ配管：77260-43010 

ﾘﾀｰﾝﾎｰｽ配管：77250-43010 

① ②

③

ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ

注1：ﾎﾟﾝﾌﾟ取付け面が上方を向いてると
ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞが作動し

注2：容器を反転させる際は、容器本体及び

部品への傷付きに注意すること。

注1：指定圧力以上の加圧は行わないで下さい。
部品が破損する恐れがあります。

注2：気密確認の際、ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀを接続して
から実施して下さい。

注3：気密確認後は、付属品及び容器本体に付着した
水分を確実に除去してください。

ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部

ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の気密確認については
当作業での気密確認を合わせて実施下さい。

注1：ﾊｰﾈｽ（ﾅｯﾄ）は外さずにﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞのﾊｰﾈｽ結線部の
気密を確認すること（樹脂ｷｬｯﾌﾟは外すこと）

注2：気密試験後に樹脂ｷｬｯﾌﾟを写真のように取り付けること
・結線部の端子同士を接触させないこと
・ねじﾄﾙｸ 4N・ｍ

ﾅｯﾄの緩み、端子接触により、結線部が発熱し

ＷＭＥ、ＷＳＢ用

ＷＫＭ用

別途入手
下さい

ﾒｲﾝﾎｰｽ配管：17550 VT40A 

ﾘﾀｰﾝﾎｰｽ配管：17551 VT40A 
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吸音材の仕様違いについて

外観 ｹｰｽ側の違い

鏡部
吸音材付

鏡部
吸音材無

注意点
　・現行タイプのケースが付いてる容器には、旧タイプの吸音材が使用出来ません。
　　必ず現行タイプの吸音材を使用ください。

旧タイプ

現行タイプ

ﾍﾞﾙｸﾛ(２ヶ所) ﾍﾞﾙｸﾛ(２ヶ所)

ｻｲﾄﾞｹｰｽｱﾝﾀﾞｰｹｰｽ

ｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽ

ﾍﾞﾙｸﾛ(5ヶ所)

吸
音
材

旧タイプ

現行タイプ

旧タイプ 現行タイプ

○

○ ○

×

ケース

（旧タイプタンク写真：WME）
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　ﾊﾝﾄﾞﾙの回転性を確保するために、ﾊﾝﾄﾞﾙを組み付けるｾﾐｺﾝﾃﾅｹｰｽを容器に組み付ける際に
　ｹｰｽの穴とﾊﾞﾙﾌﾞｼﾞｮｲﾝﾄ中心の芯あわせをして組み付けをしてください。（ﾒｲﾝ、ﾘﾀｰﾝﾊﾝﾄﾞﾙも同様です）

18ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾝﾄﾞﾙ組付の注意事項

芯が合っている状態 芯が合っていない状態

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰを容器にセットする
ｶﾊﾞｰの穴と、ﾊﾞﾙﾌﾞ中心が

一致する様にｶﾊﾞｰの位置を

合せる

ｶﾊﾞｰをﾎﾞﾙﾄで取り付ける ﾊﾝﾄﾞﾙをﾎﾞﾙﾄで取り付ける
① ② ③ ④

70

φ46
53.7

φ35



ﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞの識別方法について

WME(ｺﾝﾌｫｰﾄ) WKM(ｾﾄﾞﾘｯｸ) WSB(ﾀﾞｲﾅ)

77020-43030 17904 VT51A 77020-25020

車種ｽﾀﾝﾌﾟ ＷＭＥ ＷＫＭ ＷＳＢ

逆止弁高さ

容器記号

部品品番

識別
方法

19ﾍﾟｰｼﾞ

容器記号と同じ記号がｽﾀﾝﾌﾟされています。

容器により、逆止弁の高さが異なります。

約200mm 約180mm 約135mm

スタンプ位置

逆止弁
高さ

プレート

上面



ﾌｭｰｴﾙﾍﾞｰﾊﾟｾﾊﾟﾚｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ(安全弁)の識別方法について

WME(ｺﾝﾌｫｰﾄ) WKM(ｾﾄﾞﾘｯｸ) WSB(ﾀﾞｲﾅ)

77018-43020 － 77018-25160

ｾﾝｻｰ
取付方向

ﾊﾟｲﾌﾟ曲げ方向と同じ向き
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容器記号

部品番号

ﾊﾟｲﾌﾟ曲げ方向と異なる向き

ﾊﾟｲﾌﾟ曲げ方向とｾﾝｻｰの向き
が同じﾊﾟｲﾌﾟ曲げ方向とｾﾝｻｰの向き

が異なる

識別方法



ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ(過防弁)の識別方法について
WME(ｺﾝﾌｫｰﾄ) WKM(ｾﾄﾞﾘｯｸ) WSB(ﾀﾞｲﾅ) WLM,WLL(旧ｺﾝﾌｫｰﾄ)

77390-43011 － 77390-25010 77390-30060

MV-F126 MV-F136 MV-F125 MVF100
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ﾊﾞﾙﾌﾞ記号の刻印があります。

容器記号

部品番号

刻印

識別方法



ﾌｭｰｴﾙｹﾞｰｼﾞの識別方法について

WME(ｺﾝﾌｫｰﾄ) WKM(ｾﾄﾞﾘｯｸ) WSB(ﾀﾞｲﾅ)
WLM,WLL

(旧ｺﾝﾌｫｰﾄ)

83320-43042 25060 VT40A 83320-25110 83320-43010

車種刻印 404W Y31 201W 059W

ｱｰﾑﾊﾞﾗﾝｻｰ 角型ﾊﾞﾗﾝｻｰ

容器記号

部品品番

識別
方法
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ｹﾞｰｼﾞﾌﾗﾝｼﾞ部に、車種刻印があります。

ﾌﾛｰﾄｱｰﾑ先端のﾊﾞﾗﾝｻｰ（おもり）形状が、WME用は異なります。

円柱型ﾊﾞﾗﾝｻｰ

刻印部位

ﾊﾞﾗﾝｻｰ


